
地区交通 A・Bの回数券統一について（運賃料金部会） 

 

1. 概要 

 現在、地区交通Ａと地区交通Ｂそれぞれで回数券を販売している。相互併用ができず、

また販売も各線の運行事業者での販売のため、利用者の利便性が低い。 

 これを抜本的に解消するため、全線共通の回数券に統一をしたいとするもの。 

 

2. 変更案 

【現行の回数券】 

回数券名称 ごんくる回数券 地区交通 A医療センターバス 

・地区交通 B回数券 

対象路線 亀崎・有脇線 

半田中央線 

青山・成岩線 

知多半島総合医療センター線 

岩滑小線 

成岩東部線 

販売額 3,000 円 1,000 円 

利用可能額 3,500 円 1,200 円 

割引率 約 14％ 約 17％ 

販売 地区交通Ａごんくるバス車内 医療センター線車内 

地区交通Ｂ全線車内 

安全タクシー（株）本社営業所 

 

▽ ▽ ▽ 

【変更案】 

回数券名称 地区交通Ａ・Ｂ共通回数券 

対象路線 地区交通Ａ全線及び地区交通Ｂ全線 

販売額 1,000 円 

利用可能額 1,200 円 

割引率 約 17％ 

販売 地区交通Ａ及び地区交通Ｂ全線車内 

安全タクシー（株）本社営業所 

 

3. 適用時期 

販売に係る準備が整い次第（おおよそ令和７年９月頃） 

  



4. 券面イメージ 
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